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1 まえがき
RGB LEDを利用する可視光通信が LEDの高性能化
や IEEEでの規格化などにより注目されている．RGB

LEDを用いる通信の一つとして，ディジタルカラーシフ
トキーイングが検討されている [1]．この方式は照明機能
を維持しているが，(a)RGBスペクトル間干渉，(b)RGB

LEDの非線形性，(c)フレーム化による情報伝送効率の
低下などの問題が考慮されていない．
　本稿では，(a)(b)の問題解決のために変形擬直交Ｍ系
列 (MPOMs)[2]を用い，(c)を改善するために多値伝送
の導入を行う RGB 並列-多値伝送法を提案する．さら
に，ビット誤り率の導出と性能評価を行う．

2 システム構成
図 1にシステムモデルを示す．各RGBにMPOMsの
基となる異なる直交Ｍ系列を割り当てる．本稿ではRに
{+1,-1,+1,-1}，G に {+1,+1,-1,-1}，B に {-1,+1,+1,-

1}を割り当てる．送信側では，情報を 3ビット毎に分割
して，8つの信号パターンの中から 1つを選択する．そ
の後，選択した信号パターンと割り当てられた直交Ｍ系
列を乗算する。その後，負極性信号を０に (MPOMs化)

する．この非負信号により LEDを励起させて送信する．

図 1 システムモデル

受信側では，各色波長毎のフィルタを通過し、APDを
用いて光電変換する．次に，その出力信号と割り当てら
れた直交Ｍ系列を信号パターンの半周期 T 毎に相関を
取る．その相関値が {-1,0,1}のいずれかであることを閾

値 Thで判定し，送信信号パターンの推定する．最後に，
推定した送信信号パターンからデータを抽出する．

3 性能解析
図 2に，RGB並列伝送における R LED伝送のビッ
ト当たりの平均送信光パワーに対するビット誤り率のシ
ミュレーション結果を示す．ただし，RGBの波長はそ
れぞれ λR = 650[nm]，λG = 550[nm]，λB = 450[nm]

とし，背景光雑音 Pb = −45[dm]とする．従来のオンオ
フキーイング (OOK)方式では限界値が存在しているの
に対し，シーケンスインバージョンキーイング (SIK)方
式と比べ 2.5[dB]改善できることがわかった．また，本
方式は情報伝送効率を 1.5倍に改善することができる．

図 2 平均送信光パワーに対するビット誤り率

4 むすび
本稿ではMPOMsによるRGB並列-多値伝送法を提案
し，ビット誤り率評価を行い，本方式は問題点 (a)(b)(c)

を解決できる方式の一つであることを示した．
　今後は，より情報伝送効率を向上させるための符号系
列設計法やフィルタ構成法について検討する予定である．
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